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●
町
長
専
決
処
分
の
報
告
並
び

に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

平
成
27
年
度

一
般
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
12
号
）

間

伐

材

供

給

安

定

緊

急

対

策

事

業

補

助

金

等
、

合

計

２
６
６
７
万
円
を
減
額承　

　

認

特
別
会
計

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
６
号
）

水
道
維
持
費
の
委
託
料
、
工
事

請
負
費
３
５
２
６
万
円
を
減
額

承　
　

認

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
書（
第
４
号
）

集

落

排

水

維

持

費

委

託

料

２
９
４
万
円
を
減
額

承　
　

認

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
書（
第
４
号
）

生
活
排
水
処
理
総
務
費
の
工
事

請
負
費
２
０
０
万
円
を
減
額

承　
　

認

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
書（
第
５
号
）

下
水
道
総
務
費
補
償
補
填
及
び

賠
償
金
１
５
０
万
円
を
減
額

承　
　

認

平
成
28
年
度

一
般
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
１
号
）

住
宅
管
理
費
修
繕
料
等

　
　
　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

災
害
対
策
費
職
員
手
当
等

　
　
　
　
　
　

１
４
４
６
万
円

林
道
災
害
復
旧
費
工
事
請
負
費

等　
　
　
　
　
　

４
５
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
費
工
事
請
負
費

等　
　
　
　
　

２
１
０
０
万
円

承　
　

認

一
般
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
２
号
）

商
工
振
興
費
震
災
復
興
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
補
助

金　
　
　
　
　
　

３
２
０
万
円

災
害
対
策
費
委
託
料　

45
万
円

学
校
給
食
費
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　

１
２
２
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
補
助

金
等　
　
　
　
　

１
３
６
万
円

林
道
災
害
復
旧
費
委
託
料
等

　
　
　
　
　
　
　

１
６
９
万
円

治
山
施
設
災
害
復
旧
費
委
託
料

等　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

公
共
土
木
災
害
復
旧
費
工
事
請

負
費
等　
　
　

１
８
６
０
万
円

承　
　

認

一
般
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
３
号
）

災
害
対
策
費
熊
本
地
震
に
伴
う

災
害
見
舞
金
等　

６
３
９
万
円

承　
　

認

特
別
会
計

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
１
号
）

水
道
総
務
費
地
震
被
災
に
伴
う

水
質
検
査
委
託
料　
　

15
万
円

承　
　

認

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
書
（
第
２
号
）

水
道
維
持
費
漏
水
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

64
万
円

承　
　

認

▼
南
小
国
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

承　
　

認

●
補
正
予
算

平
成
28
年
度

一
般
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
４
号
）

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備

工
事
補
助
金　
　

４
９
９
万
円

保
健
衛
生
総
務
費
小
国
町
外
一

ケ
町
公
立
病
院
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　

１
４
５
１
万
円

農
業
振
興
費
震
災
復
旧
緊
急
対

策
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

金　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

住
宅
管
理
費
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
万
円

災
害
対
策
費
熊
本
地
震
災
害
廃

棄
物
解
体
・
撤
去
費
用

　
　
　
　
　
　

６
５
６
０
万
円

　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
14
日
か
ら
15
日
ま
で
の
２
日
間
開
か
れ
た
。
熊
本
地
震
発
生

後
、
最
初
の
定
例
会
の
た
め
、
地
震
災
害
対
策
関
連
に
つ
い
て
の
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た
。
平
成

27
年
度
一
般
・
特
別
会
計
補
正
予
算
専
決
処
分
の
報
告
後
に
、
地
震
災
害
対
策
関
連
で
平
成
28
年

度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
15
議
案
が
提
出
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
15
議
案
と
も
承
認
、
可
決
と
な
っ
た
。

　

平
成
28
年
６
月　

第
２
回
定
例
会
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農
地
災
害
復
旧
費
工
事
請
負
費

等　
　
　
　
　

１
０
６
０
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
工
事

請
負
費
等　
　

２
０
６
０
万
円

林
道
災
害
復
旧
費
工
事
請
負
費

等　
　
　
　
　

２
０
１
０
万
円

公
共
土
木
災
害
復
旧
費
工
事
請

負
費
等　
　
　

９
３
７
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
費
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円

原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
書
（
第
1
号
）

国
保
事
業
費
納
付
金
等
算
定
標

準
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

37
万
円

原
案
可
決

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
書（
第
１
号
）

生
活
排
水
処
理
総
務
費
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

原
案
可
決

●
報
告

▼
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

承　
　

認

●
陳
情
書

▼「
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ

る
二
次
災
害
の
防
止
に
関
す
る

件
」　
　
　  （
波
居
原
自
治
会
）

経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託

一
部
採
択

▼「
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
係
る
意
見

書
」
の
提
出
に
つ
い
て

（
熊
本
県
議
会
）

採　
　

択

●
議
員
発
議

平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
係
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

原
案
可
決

●
報
告

▼
町
長
専
決
処
分
の
報
告
並
び

に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
5
号
）

河
川
総
務
費
地
質
等
調
査
委
託

料
他　
　
　
　
　

４
２
４
万
円

承　
　

認

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
6
号
）

黒
川
保
育
園
新
築
工
事
設
計
監

理
委
託
料
、
熊
本
地
震
住
宅
応

急
修
理
委
託
料
、
公
共
土
木
等

災
害
復
旧
費
他

　
　
　
　

１
億
５
４
５
１
万
円

原
案
可
決

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
書

（
第
7
号
）

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
他

　
　
　
　
　
　

８
４
８
７
万
円

原
案
可
決

●
契
約
の
締
結

▼
工
事
請
負
契
約

南
小
国
町
旧
役
場
庁
舎
解
体
工

事　
　
　
　
　

７
１
０
６
万
円

（
大
仁
産
業
株
式
会
社
）

原
案
可
決

平成２7 年度　繰越明許費繰越計算書（平成 27 年度予算を繰越し、平成 28 年度に実施するもので主なものを掲載）
一般会計 （単位：千円）

事　　業　　名 金　額 翌年度
繰越額

左の財源内訳
未収入特定財源

一般財源
国庫支出金 町　債 その他

黒川地区環境整備工事 47,694 34,554 14,309 20,200 45 

地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業 39,500 39,500 5,350 5,300 28,850 

世界文化遺産登録に向けた阿蘇草原再生プロジェクト 4,300 4,300 4,200 100 

新木材産業拠点「Fablab阿蘇」事業 70,200 70,200 70,200 0 

町道扇線改良工事 6,000 3,848 3,848 

橋梁補修工事（小田橋）（防災・安全社会資本整備総合交
付金） 23,000 15,036 6,298 8,738 

南小国町要緊急安全確認大規模建築物耐震改修等事業
（耐震改修工事） 36,800 36,800 20,872 15,928 

公共下水道事業特別会計 （単位：千円）

事　　業　　名 金　額 翌年度
繰越額

左の財源内訳
未収入特定財源

一般財源
国庫支出金 町　債 その他

公共下水道事 273,986 55,000 11,100 43,800 100 

　

第
３
回
臨
時
会
が
７
月
５

日
に
開
催
さ
れ
、
２
議
案
が

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

　

第
４
回
臨
時
会
が
７
月
26

日
に
開
催
さ
れ
、
２
議
案
が

可
決
さ
れ
た
。

平
成
28
年  

第
３
回
臨
時
会

平
成
28
年  

第
４
回
臨
時
会
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本
町
に
お
い
て
は
４
月
14
日

に
震
度
３
、
16
日
に
震
度
５
強

を
観
測
す
る
な
ど
、
震
度
１
以

上
の
地
震
は
１
０
９
回
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
震
に
よ
る
人

的
被
害
は
骨
折
に
よ
る
重
傷
者

１
名
、
軽
症
者
２
名
と
な
っ

て
い
る
。
避
難
所
は
16
日
よ

り
開
設
し
、
最
も
多
い
時
で

１
７
０
０
名
あ
ま
り
が
避
難
さ

れ
た
。

　

住
宅
の
被
災
状
況
は
、
申
請

件
数
が
２
９
３
件
、
う
ち
住
家

が
１
７
２
件
で
あ
る
。
内
訳

は
、
全
壊
10
件
う
ち
住
家
が
１

件
、
大
規
模
半
壊
が
４
件
う
ち

住
家
が
２
件
、
半
壊
が
50
件
う

ち
住
家
が
22
件
、
一
部
損
壊
が

２
１
１
件
う
ち
住
家
が
１
３
６

件
と
な
っ
て
い
る
。
５
月
10
日

か
ら
の
罹
災
証
明
書
交
付
に
合

わ
せ
て
、
町
の
規
定
に
よ
り
被

災
者
に
見
舞
金
を
支
給
す
る
よ

う
に
準
備
し
て
い
る
。

　

被
災
家
屋
の
解
体
に
関
し
て

は
、
国
の
支
援
事
業
を
活
用

し
、
被
災
者
の
負
担
な
し
で
す

み
や
か
に
解
体
、
撤
去
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
半
壊

の
家
屋
で
所
有
者
が
被
災
し
た

部
分
の
み
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場

合
に
は
対
象
外
と
な
る
。
震
災

に
よ
る
が
れ
き
類
に
つ
い
て
は

山
村
広
場
駐
車
場
を
仮
置
き

場
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、

１
５
０
ト
ン
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。
住
宅
が
半
壊
な
ど
の

被
災
者
で
自
ら
修
理
す
る
資
力

の
な
い
世
帯
に
つ
い
て
は
、
屋

根
、
ト
イ
レ
な
ど
最
低
限
の
応

急
修
理
を
町
か
ら
業
者
に
委
託

し
て
実
施
す
る
。
限
度
額
は
一

世
帯
当
た
り
５
７
万
６
０
０
０

円
で
あ
る
。

　

税
務
関
係
で
は
軽
自
動
車

税
、
固
定
資
産
税
な
ど
で
納
期

の
延
長
し
、
す
で
に
通
知
し
て

い
る
。
ま
た
、
税
務
課
で
相
談

に
応
じ
て
お
り
、
減
免
な
ど
に

つ
い
て
も
随
時
対
応
し
て
い

る
。

　

道
路
関
係
で
は
、
舗
装
面
の

亀
裂
、
落
石
、
の
り
面
の
崩
壊

な
ど
多
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
本
町
は
町
建
設
業
協
会
と

大
規
模
災
害
時
の
支
援
活
動
関

す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

危
険
個
所
の
把
握
や
応
急
処

置
、
迅
速
な
復
旧
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
も
通

行
規
制
を
行
っ
て
い
る
路
線
も

あ
る
が
、
早
急
な
復
興
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

農
地
や
農
業
用
施
設
の
被
害

も
約
１
０
０
件
の
報
告
が
あ

る
。
災
害
復
旧
事
業
の
採
択
基

準
に
達
し
な
い
た
め
、
４
件
の

水
路
に
つ
い
て
は
町
の
単
独
事

業
と
し
て
復
旧
工
事
を
実
施

し
、
水
稲
作
付
に
間
に
合
わ
せ

た
。

　

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
横
上
部
の

亀
裂
に
つ
い
て
は
現
在
セ
ン

サ
ー
を
設
置
し
て
あ
り
、
今
後

治
山
事
業
と
し
て
取
り
組
む
。

牛
津
別
荘
地
横
の
亀
裂
に
つ
い

て
も
、
波
居
原
地
区
へ
の
被
害

の
恐
れ
も
あ
る
の
で
県
に
復
旧

の
要
望
を
出
し
て
い
る
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
立

岩
、
下
中
原
、
瀬
の
本
、
星
和

の
水
源
で
地
震
に
よ
り
水
が
濁

り
一
時
飲
料
停
止
と
な
っ
た
。

こ
の
間
宮
崎
県
、
椎
葉
村
よ
り

給
水
車
の
貸
し
出
し
を
受
け
、

給
水
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

感
謝
し
て
い
る
。
長
期
に
わ
た

り
飲
料
停
止
と
な
っ
て
い
た
立

岩
、
下
中
原
地
区
に
つ
い
て
は

料
金
の
減
免
も
行
う
。

　

農
林
業
関
係
で
は
、
畜
舎
の

全
壊
が
１
軒
、
小
規
模
な
被
害

も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
国
の
事
業
で
復
旧

を
行
う
。

　

観
光
関
係
で
は
、
現
在
把
握

し
て
い
る
被
害
額
は
10
億
円
強

と
な
っ
て
い
る
。
４
月
に
関
し

て
は
宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

い
つ
ぎ
、
全
旅
館
予
約
が
ほ
ぼ

ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
現
在
も
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
態
で
あ
り
、

夏
休
み
に
向
け
て
の
集
客
が
急

務
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、
町

外
を
対
象
と
し
た
復
興
支
援
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
し
て

い
る
。
ま
た
広
告
費
を
大
幅
に

増
額
し
、
年
間
を
通
じ
て
宣
伝

効
果
の
高
い
雑
誌
な
ど
に
広
告

掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
り
ん
ど
う

荘
、
悠
清
苑
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
森
園
に
福
祉
避
難
所
を
設
置

し
、
要
配
慮
者
と
そ
の
関
係
者

な
ど
が
避
難
し
た
。

　

保
育
園
に
つ
い
て
は
、
黒
川

保
育
園
に
お
い
て
園
舎
周
辺
や

園
庭
に
多
数
の
亀
裂
が
入
り
、

調
査
の
結
果
、
同
じ
場
所
で
の

再
建
は
無
理
で
あ
る
と
の
結
論

行政報告
　　地震被害の状況について

髙橋　周二　町長
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が
出
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
黒
川

保
育
園
に
つ
い
て
は
り
ん
ど

う
ヶ
丘
小
学
校
の
あ
き
教
室
で

保
育
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

災
害
復
旧
事
業
と
し
て
再
建
す

る
た
め
国
に
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

学
校
関
係
で
は
各
小
中
学
校

で
は
大
き
な
被
害
の
報
告
は
な

い
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

被
災
し
た
た
め
、
安
全
な
給
食

の
提
供
化
が
で
き
な
く
な
り
、

当
初
は
弁
当
の
持
参
を
お
願
い

し
た
。
５
月
30
日
に
修
繕
を
終

え
完
全
給
食
を
再
開
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
り
ん

ど
う
ヶ
丘
小
学
校
の
通
学
路
や

中
学
校
の
外
部
階
段
な
ど
に
も

一
部
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の

で
早
急
に
対
応
し
た
い
。

　

今
回
の
地
震
を
通
じ
て
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
、
お
よ
び

役
場
と
の
役
割
の
明
確
化
の
大

切
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
今

後
、
余
震
や
豪
雨
に
よ
る
二
次

災
害
の
危
険
も
あ
る
、
南
小
国

町
で
ひ
と
り
の
犠
牲
者
も
出
さ

な
い
た
め
、
こ
う
し
た
組
織
同

士
の
連
携
強
化
も
図
っ
て
い
き

た
い
。

町
長
行
政
報
告
に
つ
い
て

の
質
問

穴井千秋
議員

　

26
年
度
に
自
主
防
災
組
織
、

自
治
会
等
と
の
設
立
を
町
内
に

設
け
た
た
め
、
執
行
部
の
ほ
う

も
、
町
長
も
動
き
や
す
か
っ
た

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
今
回
避
難
指

示
、
避
難
勧
告
、
避
難
命
令
は

ど
の
よ
う
な
状
況
の
場
で
、
段

階
を
踏
ん
で
移
行
し
て
い
っ
た

の
か
、
最
終
的
に
は
町
長
の
判

断
だ
と
思
う
が
お
伺
い
し
た
い
。

●
町
長

　

今
回
の
地
震
を
受
け
て
自
主

避
難
と
避
難
勧
告
を
出
し
、
避

難
指
示
は
出
し
て
い
な
い
。
今

回
の
震
災
を
受
け
て
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
を
出
す
タ
イ
ミ

ン
グ
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
も

う
一
度
見
直
し
た
資
料
を
作
成

し
た
。
大
雨
注
意
報
、
警
報
、

土
砂
災
害
警
報
と
か
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
非
難
勧
告
、
避
難
指

示
と
か
を
ど
こ
で
出
す
の
か
、

あ
と
震
度
４
と
か
５
の
地
震
が

起
き
た
と
き
の
対
応
に
お
い
て

も
資
料
を
策
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
後
日
お
渡
す
る
。

児玉秀次郎
議員

　

現
在
の
防
災
計
画
に
基
づ
い

た
避
難
対
策
、
避
難
所
設
置
や

運
営
に
関
す
る
課
題
の
洗
い
出

し
な
ど
の
検
証
等
再
度
見
直
し

が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
見
直
し
改
善
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
停
電
時
の
対

策
本
部
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
願
い
た
い
。

●
総
務
課
長

　

現
在
ま
で
は
震
度
５
強
の
防

災
計
画
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現

在
の
自
治
防
災
組
織
で
計
画
さ

れ
て
い
る
避
難
所
の
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。
職
員
の
呼
び

出
し
体
制
も
震
度
５
を
も
っ
て

全
員
集
合
の
形
を
４
で
行
う
こ

と
に
し
た
。
ま
た
職
員
は
６
班

の
体
制
で
気
象
情
報
に
よ
り

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
こ
の
部
分
も
見
直
し
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
今
回
停
電

が
な
か
っ
た
た
め
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
等

で
広
報
が
出
来
た
が
、
消
防
車

無
線
で
の
連
携
は
有
効
で
あ
っ

た
。
現
在
停
電
時
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
直
し
等
を

行
っ
て
い
る
。
庁
舎
内
の
発
電

機
は
２
時
間
程
度
し
か
使
用
で

き
な
い
が
燃
料
を
追
加
し
補
充

し
て
対
応
し
た
い
。

矢津田道夫
議員

　

現
在
、
通
行
止
め
区
間
が
あ

る
が
、
そ
の
区
間
の
う
ち
今
後

い
つ
頃
ま
で
の
対
策
が
出
来
る

の
か
を
お
尋
ね
す
る
。

●
建
設
課
長

　

通
行
規
制
の
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
６
ヶ
所
ほ
ど
通
行
規
制

を
設
け
て
い
る
。
市
原
黄
川
線

と
町
道
上
矢
田
原
線
は
災
害
復

旧
事
業
に
の
せ
る
と
い
う
こ
と

で
、
６
月
末
に
は
査
定
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
黒
川
平
野
台
線
、
黒
川
波

居
原
線
に
つ
い
て
は
治
山
事
業

の
申
請
を
関
係
機
関
と
協
議
を

行
っ
て
い
く
。
立
岩
線
に
お
い

て
は
現
在
、
大
型
土
嚢
を
積
み

落
石
防
止
に
備
え
て
い
る
が
、

今
後
何
ら
か
の
事
業
を
持
っ
て

こ
れ
る
か
調
査
し
て
い
る
。
満
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願
寺
志
童
子
の
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
は
生
活
道
路
の
た
め
通
行

規
制
を
か
け
て
事
故
の
な
い
よ

う
進
め
て
行
く
。

穴井則之
議員

　

地
震
発
生
当
時
、
職
員
は
不

眠
不
休
で
避
難
の
対
応
や
復
旧

に
当
た
っ
て
き
た
が
、
通
常
の

業
務
に
加
え
て
地
震
へ
の
対
応

が
増
え
た
わ
け
で
職
員
間
の
応

援
の
体
制
な
ど
は
十
分
に
で
き

て
い
た
の
か
。

　

緊
急
を
要
す
る
時
点
で
は
混

乱
し
て
い
た
と
も
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
、
防
災
計
画
の
見
直

し
な
ど
で
緊
急
時
の
対
応
も
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
総
務
課
長

　

14
日
、
16
日
あ
た
り
は
混
乱

し
て
い
た
が
、２
、３
日
後
に
は
、

６
班
の
体
制
で
対
応
ご
と
に

動
く
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
き

た
。
ま
た
、
通
常
は
総
務
課
や

福
祉
課
が
行
う
業
務
な
ど
も
、

各
課
ご
と
に
割
り
当
て
を
別
に

す
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。
災

害
の
対
応
と
し
て
は
十
分
に
機

能
し
た
と
考
え
て
い
る
。

●
町
長

　

想
定
を
超
え
る
地
震
災
害
に

対
応
す
る
中
で
、
役
割
り
分
担

や
、
仕
事
の
共
同
体
制
な
ど
も

必
要
に
な
っ
て
き
た
。
今
回
の

経
験
を
今
後
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
我
々
の
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。

河津利明
議員

　

黒
川
保
育
園
の
再
建
に
つ
い

て
は
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が

か
か
る
の
か
。

　

建
物
に
つ
い
て
は
、
全
壊
で

取
り
壊
す
場
合
に
は
全
額
補
助

対
象
に
な
る
も
の
の
、
半
壊
な

ど
で
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に

は
対
象
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
町
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
助
成
制
度
を
使
う
こ
と
は
で

き
る
の
か
。

●
福
祉
課
長

　

黒
川
保
育
園
の
再
建
に
つ
い

て
は
国
の
災
害
復
旧
工
事
を
要

請
し
て
い
る
。
災
害
査
定
が
行

わ
れ
る
の
が
10
月
な
い
し
11
月

に
な
り
、
そ
の
後
に
建
設
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
来
年
度
中

は
か
か
る
と
思
わ
れ
る(

現
在

は
、
来
年
４
月
再
建
で
計
画
を

進
め
て
い
る)
。

●
町
長

　

町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
金
額
が
10
万
円

を
上
限
と
し
て
い
る
こ
と
や
、

１
軒
に
１
回
し
か
使
え
な
い
な

ど
の
要
件
も
あ
る
。
ど
う
い
っ

た
形
で
活
用
す
れ
ば
い
い
の
か

も
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
使
え

る
形
で
進
め
た
い
。

後藤六男
議員

　

町
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
に
今
回
の
地
震
の
検
証
を

し
、
実
効
あ
る
も
の
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

●
町
長

　

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
自
主
防
災
、
自
治
会
、
消

防
組
織
等
と
の
連
携
が
必
要

だ
。
各
機
関
の
連
絡
体
制
、
情

報
の
共
有
、
避
難
行
動
計
画
な

ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

荒井邦生
議員

　

南
小
国
町
の
震
度
計
は
作
動

し
て
い
る
の
か
（
産
山
、
小
国

が
１
の
時
に
無
表
示
）。

●
総
務
課
長

　

県
の
調
査
結
果
は
異
常
な

し
。
地
質
調
査
は
予
算
的
に
無

理
で
あ
る
。

　

税
の
減
免
で
入
湯
税
等
の
対

策
に
観
光
施
設
等
の
宿
泊
等
、

温
泉
利
用
者
の
手
助
け
は
で
き

な
い
か
。

●
税
務
課
長

　

入
湯
税
の
減
免
は
考
え
て
な

い
。

　

風
評
被
害
は
キ
ャ
ン
セ
ル
件
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数
増
加
に
よ
る
観
光
業
者
へ
の

被
害
、
そ
の
実
態
を
観
光
協
会

は
調
査
す
る
が
、
町
と
し
て
も

し
な
い
か
。

●
町
長

　

町
独
自
だ
け
で
数
字
の
把
握

は
で
き
か
ね
る
の
で
、
観
光
協

会
、
商
工
会
、
旅
館
組
合
と
協

議
、
連
携
し
数
字
の
共
有
を
し

た
い
。

　

熊
本
県
、
大
分
県
に
７
割
補

助
券
発
行
の
詳
細
を
国
、
県
に

出
し
て
も
ら
い
、
情
報
が
錯
綜

し
て
い
る
の
で
あ
わ
せ
て
働
き

か
け
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
町
長

　

国
会
議
員
、
県
会
議
員
の
先

生
方
に
お
伝
え
し
、
お
願
い
し

て
い
く
。

　

黒
川
保
育
園
の
移
転
に
つ
い

て
今
回
の
地
震
、
小
学
校
統
合

問
題
等
保
護
者
の
方
々
の
気
持

ち
は
ど
う
な
の
か
、
町
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

●
町
長

　

保
護
者
説
明
会
を
す
る
。
補

助
関
係
で
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学

校
に
併
設
す
る
方
向
で
進
め
て

い
る
。

井上則臣
議員

　

震
災
に
お
け
る
我
町
の
経

済
、
観
光
の
低
迷
を
ど
の
様
に

立
て
な
す
の
か
伺
い
た
い
。

●
町
長

　

ま
ず
は
気
象
庁
の
地
震
終
息

宣
言
待
ち
と
当
町
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
の
早
期
復
旧
を
急
ぎ
た

い
。
又
、
農
産
物
、
観
光
面
の

出
張
販
売
、
Ｐ
Ｒ
を
チ
ー
ム
と

し
て
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
た

い
し
阿
蘇
北
部
は
し
っ
か
り
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
と
情
報
の
発

信
を
広
く
行
っ
て
参
り
た
い
。

　

今
後
の
自
主
防
災
組
織
と
自

治
会
及
び
役
場
の
情
報
共
有
を

ど
の
様
に
つ
く
り
上
げ
て
行
く

の
か
伺
い
た
い
。

●
町
長

　

今
回
は
幸
い
と
言
え
ば
イ
ン

フ
ラ
面
で
の
大
き
な
支
障
が
少

な
か
っ
た
事
と
比
較
的
暖
か

か
っ
た
事
で
す
。
停
電
、
断
水

だ
っ
た
り
真
冬
で
あ
っ
た
な
ら

も
っ
と
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

今
後
は
あ
ら
ゆ
る
事
を
想
定
し

計
画
を
練
り
上
げ
て
行
く
。
情

報
の
共
有
は
大
事
と
痛
感
し

た
。
今
後
は
最
悪
の
場
合
を
想

定
し
防
災
計
画
を
見
直
し
て
参

り
た
い
。

黒川敏秋
議員

　

今
回
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
消
防
団
、
役
場
職
員

に
対
し
慰
労
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
ず
赤
馬
場
駐
在
所
が
震

災
被
害
に
あ
っ
た
が
駐
在
員
の

現
在
の
行
動
を
尋
ね
た
い
。

●
総
務
課
長

　

現
在
、
赤
馬
場
駐
在
所
は
地

震
で
壊
れ
て
お
り
危
険
な
た
め
、

駐
在
宿
舎
は
小
国
警
察
署
の
隣

に
設
け
て
あ
り
、
宿
泊
以
外
は

通
常
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

テ
レ
ビ
報
道
で
木
質
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
木
材
が
豊
富
な
当
町
で

の
検
討
は
出
来
な
い
か
伺
い
た

い
。

●
町
長

　

木
質
の
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に

つ
い
て
勉
強
不
足
で
申
し
訳
な

い
が
、
我
町
に
は
木
材
は
豊
富

に
あ
る
の
で
議
員
の
方
か
ら

色
々
と
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

　

旧
庁
舎
の
解
体
費
に
つ
い

て
、
こ
の
震
災
で
費
用
が
増
額

に
成
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
、
お
聞
き

し
た
い
。

●
町
長

　

旧
庁
舎
解
体
は
今
年
度
当
初

の
予
算
に
計
上
し
て
い
る
の
で

七
月
に
は
入
札
を
予
定
し
て
い

る
。

●
総
務
課
長

　

旧
庁
舎
解
体
費
の
増
額
は
基

本
的
に
は
な
い
の
で
、
増
額
は

考
え
て
は
い
な
い
。
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平成28年議長・議会日誌

６
　
　
月

2 阿蘇広域行政事務組合臨時会

７
　
　
月

8 国道212号復旧要望意見交換会

7 議会運営委員会 20 戦没者追悼式

8 観光協会総会 20 全員協議会

10 認定農業者の会総会 20 議会広報特別委員会

14 第２回定例会 21～23 全国森林環境税創設促進議員連盟総会

15 第２回定例会 26 第４回臨時会

24 JA阿蘇通常総代会 26 議会広報特別委員会

24 社会を明るくする運動推進協議会 27～29 阿蘇市町村議長研修

24 町青少年健全育成会総会 29 阿蘇森林組合通常総代会

24 町人権教育推進協議会総会 29 議会広報特別委員会

29 小国地区防犯協会連合会総会 30 グループホーム森園夏祭り

30 町奨学生選考委員会

８
　
月

1 県町村議会正副議長研修会

７
　
月

3 中原地区と上津江野田地区交流会 2 国道442号道路整備促進規成会総会

5 第３回臨時会 5 郡正副議長・常任委員長研修会

　

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら
３
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
７
月
に
は
大
雨
に
よ
る
新
た
な

被
害
も
発
生
す
る
な
ど
落
ち
着
か
な
い
状

況
で
す
が
、
す
こ
し
ず
つ
は
地
震
か
ら
の

復
興
も
進
ん
で
き
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

６
月
議
会
で
は
通
常
の
一
般
質
問
を
実

施
せ
ず
、
町
長
よ
り
地
震
の
被
害
状
況
な

ど
に
つ
い
て
の
行
政
報
告
を
行
っ
て
い
た

だ
き
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
集
中
的
に
審

議
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
課
題
も
多
い
で
す
が
一
歩
ず
つ
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

梅
雨
も
あ
け
、
本
格
的
に
暑
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
水
分
補
給
な
ど
に
も
気
を
つ

け
、
と
も
に
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
河
津
利
明
）

　

発
行
責
任
者

　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　
　

河
津　

利
明

　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　

委　

員　
　

後
藤　

六
男

　
　

委　

員　
　

児
玉
秀
次
郎

多くの出店の中で、なずなの会の人々もだご汁を作って復興応援
　　　　　　　　　　　　　　　　（於：6 月 11 日「あそばんかい」）
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